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となりのニューヨーク　ーペース・ユアセルフー

　慌ただしい師走の様子を見ていると、思い出さずにはいられないのが、同僚だったピーターがしょっちゅう私に言ってくれた、「Pace 
Yourself」（ペース・ユアセルフ。自分のペースでね。）という言葉です。
　急ぎの仕事が入って、私が焦った様子をしていると、彼は必ず「Pacce Yourself」と一声かけてくれます。写真の修正の仕事は、細かい
手作業なので、急いでも限界があります。急ぎだからといって、クオリティーを落とす事は絶対にできません。
　しかも急いだために失敗でもしたら、プリントからやり直しになり、ものすごく余計に時間がかかってしまいます。「OK」と気持ちを落
ち着けて、いつものペースでやると、たいていは期限内に仕上がってしまいました。
　早口でしゃべる事で有名なニューヨーカー。最初のころは、相手のペースにつられ、自分の言いたい事は一言も言えずに話が終わっ
た、という事もしょっちゅうでしたが、落ち着いて、自分のペースで話してみると、会話がしやすくなってきました。
　ニューヨークに行く前の私は、他人にどう合わせていくのか、という方を重要視していたかもしれません。事あるごとに、「Pace Your-
self」を、自分自身に言い聞かすうちに、この方法が自分に合っていて、とても効率的な事がだんだんわかってきました。
　毎日、多くの人が使う、グランドセントラル駅では、クリスマスの時期になると、高い天井や壁を利用した大迫力のライトショーが始ま
ります。子供たちは大喜び。立ち止まって見ている人、きょろきょろしながら歩いている観光客、足早に過ぎて行くビジネスマン、誰かを待
っている人、皆マイペースです。
　他の人が急いでいると、なんとなく皆が急がないといけなくなってきてしまう、日本の大きな駅とはだいぶ違います。いろんな人が暮ら
すニューヨークの人々は、自分のペースを守る事が上手なのかもしれません。逆に言うと、いろんな人がいすぎて、合わせていると、きり
がないからなのですが。
　そういえば、日本にも似たことわざがあります。「急いては事をし損じる」。この言葉の意味を、ニューヨークで初めて理解したような気
がします。


